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(57)【要約】
【課題】門扉を取付けても変形や歪が生じず、門扉の設
置スペースが小さくてすむ門柱およびサイディング塀を
提供する。
【解決手段】表裏両側のサイディング５０を保持するた
めのサイディング支柱１０と、門扉Ｄを取付けるための
門扉柱２０と、門扉柱２０の内部に挿入される補強芯３
０とから門柱Ｇが構成されている。サイディング支柱１
０と門扉柱２０は互いに固定され、門扉柱２０には補強
芯３０が挿入されることで剛性が高くなっている。門扉
Ｄは剛性の高い門柱Ｇに取付けられているので、門扉Ｄ
の開閉に起因する変形や歪が生じにくくなる。また、門
扉Ｄがサイディング塀ＳＷの表面から出っ張らず、占有
面積を小さくすることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表裏両側のサイディングを保持するためのサイディング支柱と、
門扉を取付けるための門扉柱とからなり、
前記サイディング支柱と前記門扉柱が互いに固定されている
ことを特徴とする門柱。
【請求項２】
　前記門扉柱の内部に挿入される補強芯を有し、
前記補強芯が、前記門扉柱に固定されている
ことを特徴とする請求項１記載の門柱。
【請求項３】
　表側のサイディングを取付ける表側位置決め部材および裏側のサイディングを取付ける
裏側位置決め部材を備えており、
前記サイディング支柱および前記門扉柱は、いずれも断面四角形の角柱であり、
前記門扉柱の断面における奥ゆき寸法は、前記サイディング支柱の断面における奥ゆき寸
法に前記裏側位置決め部材の寸法を加えた長さであり、
前記門扉柱には前記表側位置決め部材が取付けられ、前記サイディング支柱には前記裏側
位置決め部材が取付けられている
ことを特徴とする請求項１または２記載の門柱。
【請求項４】
　表側のサイディングおよび裏側のサイディングと、
前記表裏両側のサイディングを保持するためのサイディング支柱と、
門扉を取付けるための門扉柱とからなり、
前記サイディング支柱と前記門扉柱とが互いに固定された門柱とからなる
ことを特徴とするサイディング塀。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、門柱およびサイディング塀に関する。さらに詳しくは、門扉を開閉自在に吊
持する構造の門柱およびサイディング塀に関する。
【背景技術】
【０００２】
　門扉を開閉自在に吊持する門柱およびサイディング塀として、特許文献１がある。
　特許文献１の従来技術では、表裏両側のサイディングを２本のサイディング支柱に取付
けて塀を構成している。２本のサイディング支柱は塀の長手方向に離間させて配置し、こ
のサイディング支柱に対するサイディングの取付けは受部材を用いている。サイディング
支柱は、アルミニウム製であり、断面長四角形の筒状柱である。
【０００３】
　上記のように構成されたサイディング塀への門扉の取付けは、１本のサイディング支柱
に門扉の吊金具をボルト止めする方法によって行われている。つまり、サイディング支柱
が門柱を兼ねている。
　しかるに、サイディング支柱の強度は決して高いものではない。その理由はサイディン
グ支柱の奥ゆき寸法にある。つまり、サイディング塀の奥ゆき寸法は通常１２０ｍｍ程度
であり、表裏両側のサイディングの間に配置されるサイディング支柱の奥ゆき寸法は、通
常６０ｍｍ程度となる。この寸法はサイディングを支持するのには充分な強度を有するが
、門扉を片持ち支持するには強度が充分ではない。
　このため、門扉の開閉による衝撃等の外力により、サイディング支柱に変形が生じ、サ
イディングの取付けがゆるんだり、サイディング塀の外形が変形する等の問題が発生する
虞がある。
【０００４】
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　そこで、従来は図７（Ｂ）に示すように、サイディング塀ＳＷに隣接して専用の門柱Ｚ
を設置して、これに門扉Ｄを取付けていた。なお、１１０はサイディング支柱、１５０は
サイディングである。
　しかるに、こうすると、門柱Ｚがサイディング塀ＳＷの表面から出っ張った位置に設置
されるので寸法Ｐだけ設置スペースを占有するという問題があった。また、サイディング
塀ＳＷと門柱Ｚとの間に隙間Ｏができるので、デザイン上の一体感がなく、またゴミ等も
たまりやすいので、見映えが悪くなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平７－１８９６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は上記事情に鑑み、門扉を取付けても変形や歪が生じない門柱およびサイディン
グ塀を提供することを目的とする。また、門扉の設置スペースが小さくてすむ門柱および
サイディング塀を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１発明の門柱は、表裏両側のサイディングを保持するためのサイディング支柱と、門
扉を取付けるための門扉柱とからなり、前記サイディング支柱と前記門扉柱が互いに固定
されていることを特徴とする。
　第２発明の門柱は、第１発明において、前記門扉柱の内部に挿入される補強芯を有し、
前記補強芯が、前記門扉柱に固定されていることを特徴とする。
　第３発明の門柱は、第１または第２発明において、表側のサイディングを取付ける表側
位置決め部材および裏側のサイディングを取付ける裏側位置決め部材を備えており、前記
サイディング支柱および前記門扉柱は、いずれも断面四角形の角柱であり、前記門扉柱の
断面における奥ゆき寸法は、前記サイディング支柱の断面における奥ゆき寸法に前記裏側
位置決め部材の寸法を加えた長さであり、前記門扉柱には前記表側位置決め部材が取付け
られ、前記サイディング支柱には前記裏側位置決め部材が取付けられていることを特徴と
する。
　第４発明のサイディング塀は、表側のサイディングおよび裏側のサイディングと、前記
表裏両側のサイディングを保持するためのサイディング支柱と、門扉を取付けるための門
扉柱とからなり、前記サイディング支柱と前記門扉柱とが互いに固定された門柱とからな
ることを特徴とする。この第４発明における門柱は、第１発明ないし第３発明の門柱が用
いられる。
【発明の効果】
【０００８】
　第１発明の門柱は、サイディング支柱と門扉柱とが互いに固定されることによって剛性
を高めている一方、別部材であるので発生する力を分散させることもできる。このため門
柱に変形等が生じにくい。また、サイディング塀に一体に組込まれた門扉柱に門扉を取付
けるので、意匠上の一体感を高めることができるとともに、門柱がサイディング塀の表面
から出っ張ることなく、占有面積を小さくすることができる。
　第２発明によれば、門扉柱は補強芯が内部に挿入されることで剛性が高くなっており、
剛性の高くなった門扉柱とサイディング支柱とが互いに固定されていることから門柱の剛
性が更に向上している。そして、門扉は剛性の高い門柱に取付けられているので、門扉の
開閉に起因する変形や歪が生じにくくなる。
　第３発明によれば、門扉柱の奥ゆき寸法が裏側位置決め部材の寸法分だけサイディング
支柱よりも大きいので、門扉柱の剛性が高くなっている。また、サイディング塀の表側で
は表側位置決め部材が門扉柱の門扉側端面まで延ばした位置に取付けられているので、サ
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イディングの端縁と門扉柱の門扉側端縁との間の寸法がごく小さいものとなり、サイディ
ングの横長方向のデザインを崩さないので、サイディング塀の外観が良くなる。
　第４発明によれば、サイディング塀に一体に組込まれた門柱に門扉を取付けるので、意
匠上の一体感を高めることができる。また、門柱がサイディング塀の表面から出っ張らな
いので、占有面積を小さくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１実施形態に係るサイディング塀の説明図であり、（Ａ）は平面図、
（Ｂ）は正面図である。
【図２】図１のサイディング塀の背面図である。
【図３】図２のIII-III線横断面図である。
【図４】図２のサイディング塀の拡大背面図である。
【図５】図３のサイディング塀の要部拡大横断面図である。
【図６】本発明の第２実施形態に係るサイディング塀の要部横断面図である。
【図７】本発明のサイディング塀と従来技術のサイディング塀の対比図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　つぎに、本発明の実施形態を図面に基づき説明する。
（第１実施形態）
　図１および図２においてＳＷはサイディング塀であり、Ｇは門柱である。この門柱Ｇに
は門扉Ｄが片持ち状態で取付けられている。サイディング塀ＳＷは、２本のサイディング
支柱を塀の長手方向に離間させて配置し、このサイディング支柱に表裏両側のサイディン
グを取付けて塀に構成されている。
【００１１】
　門扉Ｄは観音開き式に開閉する開閉扉であり、左右２枚の扉も１枚のみの扉も、本発明
の門柱Ｇおよびサイディング塀ＳＷを適用することができる。
　符号２０は後述する門扉柱であり、その長さは門扉Ｄの縦寸法より長く、サイディング
塀ＳＷの設置状態で、門扉柱２０の下端部は、地中の基礎に埋設されている。
【００１２】
　図１および図２において、門扉Ｄは吊金具６０が見えない側が表で、見える側が裏とし
て以下説明する。なお、一般的には道路側が表となり家側が裏となるが、逆に設置したも
のも本発明に含まれる。
【００１３】
　図３～図５に基づき門柱Ｇおよびサイディング塀ＳＷの詳細を説明する。
　図３～図５には、２本のサイディング支柱のうちの門扉側の１本のサイディング支柱１
０まわりの構造を示している。
　このサイディング支柱１０は、アルミニウム製であり、断面四角形の角柱である。図示
のサイディング支柱１０と図示しないもう１本のサイディング支柱との間は連結部材４０
によって枠組構造に結合されている。一般的には、サイディング支柱１０の長さ（縦寸法
）は、１１８２～２３８２ｍｍであることが好ましく、図示の実施形態では、長さが２３
８２ｍｍである。
【００１４】
　図示のサイディング支柱１０と門扉柱２０とは隣接した状態で互いに固定（連結）され
ている。このサイディング支柱１０と門扉柱２０により門柱Ｇが構成されている。
　前記門扉柱２０は、アルミニウム製であり、断面四角形の角柱である。一般的には、門
扉柱２０の長さ（埋設される寸法を含む縦寸法）は、１４３２～２６８２ｍｍであること
が好ましい。また、埋設される寸法は、２５０～３００ｍｍであることが好ましい。図示
の実施形態では、長さが２６８２ｍｍであり、埋設される寸法が３００ｍｍである。
【００１５】
　前記サイディング支柱１０は、断面四角形に構成するための、前側壁１１と後側壁１２
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と表側壁１３と裏側壁１４の四辺からなる。前記門扉柱２０も、断面四角形の角柱に構成
するための前側壁２１と後側壁２２と表側壁２３と裏側壁２４の四辺からなる。なお、図
示の門扉柱２０は、基本形状が断面四角形であるものの、前側壁２１が後側壁２２よりも
表側に少し長く延び、表側壁２３における前方部のクランク状に屈曲した部分と接合して
いる。このような若干の変形があっても、四角断面の基本形を変更しないものであれば、
本明細書にいう断面四角形の概念に含まれる。
【００１６】
　前記門扉柱２０の断面寸法は前記サイディング支柱１０の断面寸法よりも大きい。すな
わち、門扉柱２０の断面における奥ゆき寸法は、サイディング支柱１０の断面における奥
ゆき寸法に裏側位置決め部材５３の寸法を加えた長さである。なお、表側位置決め部材５
１の寸法を加えた長さであってもよい。また、本明細書で奥ゆき寸法とは、塀の厚さ方向
寸法（図５のＤ方向）をいい、Ｄ方向に直交するＷ方向を幅方向という。
【００１７】
　図示の実施形態では、サイディング支柱１０の奥ゆき寸法が６０ｍｍであり、門扉柱２
０の奥ゆきが９８ｍｍである。また、サイディング支柱１０の幅方向の寸法が６０ｍｍで
あり、門扉柱２０の幅方向の寸法が１０４ｍｍである。
【００１８】
　門扉柱２０の前側壁２１には、サイディング塀の表側に延びた支持片２８がつながって
おり、この支持片２８の先端には化粧カバー５２が嵌め込みで取付けられている。
【００１９】
　表側壁２３には表側位置決め部材５１が取付けられていて、これにより表側のサイディ
ング５０が位置決め保持されている。図示しないが、サイディング５０は取付金具でサイ
ディング支柱１０または中桟に固定されている。
【００２０】
　前記化粧カバー５２は、表側位置決め部材５１と係合しており、パネル塀の端部を端整
に見せている。つまり、サイディング５０と前側壁２１（門扉側端面）との間の寸法がご
く小さいものとなり、サイディング５０の横長方向（塀の幅方向）のデザインを崩さない
ので、塀の外観が良くなる。
　なお、４５は塀の表側下方に見える幅木である。
【００２１】
　サイディング支柱１０の裏側壁１４には裏側位置決め部材５３が取付けられていて、こ
れにより裏側のサイディング５０が位置決め保持されている。裏側のサイディング５０は
表側と同様に取付金具でサイディング支柱１０または中桟に固定されている。
【００２２】
　化粧カバー５４は、門扉柱２０の隣接する後側壁２２，裏側壁２４の角部に嵌め込みで
取付けられ、裏側位置決め部材５３に係合している。
　なお、４５は塀の裏側下方に見える幅木である。
【００２３】
　前記門扉柱２０の内部には補強芯３０を保持する保持片２５，２６，２７が形成されて
いる。
　保持片２５は後側壁２２から内側に突出し、保持片２６は裏側壁２４から内側に突出し
、保持片２７は表側壁２３から内側に突出している。
【００２４】
　補強芯３０は鉄製の断面四角形の角柱であり、前側壁３１と後側壁３２と表側壁３３と
裏側壁３４からなる。また、補強芯３０は門扉柱２０と同様に、下端部が地中の基礎に埋
設されている。図示の実施形態では、長さ（埋設される寸法を含む縦寸法）が１４８０ｍ
ｍであり、埋設される寸法は３００ｍｍである。また、奥ゆき寸法は７５ｍｍであり、幅
方向の寸法は７５ｍｍである。
【００２５】
　本実施形態では、補強芯３０の肉厚は、強度を高めるため門扉柱２０の肉厚よりも厚く
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しているが、このような肉厚は任意であって必要な強度が確保できればよい。例えば、サ
イディング支柱１０の肉厚は２．３ｍｍ程度、門扉柱の肉厚は１．４ｍｍ程度、補強芯３
０の肉厚は２．３ｍｍ程度であることが好ましい。
　補強芯３０は保持片２５，２７で門扉柱２０内の片隅に寄せられて保持され、保持片２
６でも位置決めされている。
【００２６】
　図３および図５に示すように、補強芯３０は門扉柱２０の内部に接した状態で、さらに
サイディング支柱１０に固定されている。すなわち、補強芯３０の後側壁３２と門扉柱２
０の後側壁２２とサイディング支柱１０の前側壁１１とが互いにネジ止めされている。か
かる実施形態では、サイディング支柱１０と門扉柱２０と補強芯３０とによって門柱Ｇが
構成されている。
　なお、門扉Ｄ用の吊金具６０は、門扉柱２０の裏側壁２４にボルト締結で取付けられて
いる。
【００２７】
　第１実施形態の利点をつぎに説明する。
（１）サイディング支柱と門扉柱とを連結することによって剛性を高めている一方、別部
材とすることにより、発生する力を分散させることができるため、変形等を生じることが
ない。
（２）また、門扉柱２０の奥ゆき寸法が裏側位置決め部材５３の奥ゆき寸法分だけサイデ
ィング支柱１０よりも大きいので、門扉柱２０の剛性が高くなっている。さらに、補強芯
３０が門扉柱２０にもサイディング支柱１０にも固定されているので、サイディング塀自
体の剛性が高くなっている。
（３）このため、門扉Ｄの開閉時の衝撃等が吊金具６０を介して門柱Ｇに作用しても、そ
の外力は門扉柱２０とサイディング支柱１０が共働して受けるので、揺れや歪が生じにく
い。また、サイディング塀ＳＷに一体に組込まれた門柱Ｇに門扉Ｄを取付けるので、意匠
上の一体感を高めることができる。
【００２８】
（第２実施形態）
　第２実施形態の門柱Ｇを図６に基づき説明する。
　本実施形態では、門扉柱２０の断面における奥ゆき寸法を、サイディング支柱１０の断
面における奥ゆき寸法に表側位置決め部材５１の寸法と裏側位置決め部材５３の寸法を加
えた長さとしたものである。
　補強芯３０は、門扉柱２０の内部に挿入されるが、その断面寸法は任意である。
【００２９】
　表側位置決め部材５１と裏側位置決め部材５３は、サイディング支柱１０に取付けられ
ている。
　その余の構成は第一実施形態と実質同一である。
【００３０】
　本実施形態の門柱Ｇによれば、門扉柱１０の奥ゆき寸法が表側位置決め部材５１と裏側
位置決め部材５３の寸法分だけサイディング支柱よりも大きいので、門柱Ｇの剛性がより
高くなる。
　このように、断面寸法が大きく剛性の高い門柱Ｇをサイディング塀ＳＷに固定している
ことから塀全体の剛性が向上している。このため、門扉の開閉に起因する変形や歪が生じ
にくくなる。
【００３１】
（他の実施形態）
　前記実施形態の門柱Ｇでは、門扉柱２０の内部に補強芯３０を取付けたが、この補強芯
を用いないものも本発明に含まれる。また、本発明のサイディング塀ＳＷには、第１実施
形態の門柱Ｇのほか第２実施形態の門柱Ｇを用いたものも含まれる。
【符号の説明】
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【００３２】
　ＳＷ　サイディング塀
　Ｄ　　門扉
　１０　サイディング支柱
　２０　門扉柱
　３０　補強芯
　５０　サイディング
　５１　表側位置決め部材
　５３　裏側位置決め部材

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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